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農業農村工学会大会講演会 9月20日（木） 

○桒原良樹＊  中島正裕＊＊  増永佳乃＊ 
 

＊東京農工大学大学院 
＊＊東京農工大学大学院農学研究院 

 

八郎潟干拓地における社会関係の 
評価に関する基礎的研究 

―社会ネットワーク分析を用いて― 
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１. 背景と目的 

１.１ 背景・問題意識 
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戦後直後の食料難 → 国営干拓事業 
  最大の定住型干拓地：八郎潟干拓地(大潟村)(1964) 
地縁・血縁のない「ゼロ」から農村コミュニティが誕生 

90年代以降，高齢化・人口流出による地域活力の低下 
  ⇒総合計画において非農家の入村を推進する施策 

（村営住宅設置や宅地分譲など） 

混住化社会におけるコミュニティのあり方を考える必要 

1.2 先行研究と研究目的 
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目的 
①交友関係の形成の場の解明 

②農家・非農家のもつ交友関係の形成過程と構
造の解明 

③大潟村における混住化社会の成熟に向けた
課題の解明 

松岡 (1991)，地域コミュニケ-ション研究会(1975a) (1975b) 
・農家の交友関係にのみ着目⇔非農家を含めては未解明 
・個人の交友関係の形成過程・構造に着目したものもない 

大潟村におけるコミュニティに関する先行研究 
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２. 研究方法 

2.1 対象地概要 
秋田県 八郎潟干拓地(大潟村) 
・面積：17,000ha，人口：3,218人(804世帯) 

・農業従事者：1,554人 

・非農業従事者：514人（2010年国勢調査） 
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職住分離 

・総合中心地（行政・経済・生活など） 

・農地（農業） 

総合中心地 

農地 
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2.1 対象地概要 
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居住区（住区） 
・入植年次ごとに30~50戸単位の住区 

・農家と非農家では別の住区 

北 

センターベルト 

(役場・学校など) 

農家のみ住区 

非農家住区 

農家・非農家 

混住区 

商店街 

交友関係の分析手法 

量的手法 
（社会ネットワーク分析） 

質的手法 
（ヒアリング） 

2.2 分析方法 
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「さまざまな『関係』のパターンをネットワークとしてとらえ， 
その構造を記述・分析する方法」（安田雪，1997） 

 主に都市社会学・人類学で用いられてきた手法 

社会ネットワーク分析(Social Network Analysis:SNA) 

個人のもつ交友関係の総体をパーソナル・ネットワーク（PN） 
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2.3 研究フロー 
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資料調査 

ヒアリング調査 

ヒアリング調査 

アンケート調査 

注：ヒアリング・アンケート調査は 
2011年7，11，12月に実施 

交友関係の形成の場の解明（目的①） 

非農家・農家のＰＮの形成過程と 
構造の解明（目的②） 

農家・非農家間の交友関係の特性と 
今後への課題の解明（目的③） 
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結果 
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目的① 

３. 交友関係の形成の場の解明 

調査方法 主な調査項目 調査対象 

資料調査 

入植事業の概要 
事業団史 
統計資料 
議会だより  

村・各団体の交流活動の概要 

非農家入村促進事業の概要 

ヒアリング 
調査 

資料調査の裏付け・不明点の解決 
行政担当者 
農家8名 
非農家11名 

農家同士の交流概要 

非農家同士の交流概要 

農家・非農家間の交流概要 

1970～1980年代：意識面での“壁” 
・入村当時の『非農家』という言葉 
・「一時はあまりの差別に非農家からも村議員を出して 

対抗しようという話もあった」（あんばいこう，1991） 

現在：意識面での“壁”を越えた交流 
○入植1世世代の非農家：長年の付き合いを通じて 
・「農家の方に助けられて，PTAの仕事も任されるようになって， 

村の一員になったんだなって」 

○入植2世世代の非農家：世代交代の中での価値観の変化 
・「農家も畑に勤めているサラリーマンという感覚」 
 

3.1 農家・非農家間の交友関係の変遷 

○未だに住区が異なることの“壁”（空間面の“壁” ） 
・「勤め人の人とほとんどあわないからね・・・」 

○ライフサイクルでの“壁” （時間面の“壁” ） 
・「休みが違うからサークル活動に参加できない」 
 

一方で 
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3.2 交友関係の形成の場の分類 

13 

交友関係の 
形成の場 

場の内容 

仕事 
農家 営農グループ，営農研究会，販売組織など 

非農家 役場，農協，会社，商店街など 

サークル 
芸術文化協会の加盟団体（37団体）， 
体育協会の加盟団体（21団体），県人会，同郷会など 

住区 
自治会 

住区単位での自治会，住区活動など 

自治組織 婦人会，青年会，老人会，消防団など 

子供 PTAや子供の部活動の手伝いなどを通じて 

学校 学生時代のクラス・部活動など 
14 

分析対象者 
男性 女性 

商店街 2名 1名 

役場職員 0名 1名 
元農協職員 1名 0名 
学校教員 1名 1名 
学校職員 1名 0名 
会社員 0名 1名 
情報発信者 1名 0名 

計 10名 

４. 非農家のＰＮの形成過程と 
構造の解明 

（目的②） 
ヒアリングの主な調査項目 

1 個人のライフヒストリー 

2 
所属している・していた組織 
(名前，意欲，きっかけなど) 

全体的傾向 
 ・ PNの形成過程の実態(ヒアリング) 

 ・ PNの構造の実態(SNA) 

個人の分析 
 ・ PNの形成過程の実態(ヒアリング) 

 ・ PNの構造の実態(SNA) 

アンケートの主な調査項目 

1 
「日常的に行き来し，よく話している相手」 

５名以内(名前，属性，きっかけ) 

商店街の住民 

仕事 

サー
クル 

子供 ・子供の在学中はあったが，
卒業後には関係が残らな
かった 

・お店が忙しく，子供の部活
の手伝いに行かなかった 

・お客さん(農家)にはげまさ
れて，私も大潟村の一員に 
・毎日の晩酌で来てくれる 

・お客さん(農家)とともにサー
クルを設立した 
・お客さん(農家)に誘われた 

非農家男性 非農家女性 
・同僚との交流が多い 

・職場の人と個人的に飲むこ
とは少ない 

・子供の部活動の手伝い・応
援で仲良くなった親たちと今
でも集まっている 

・公民館活動のメンバーととも
にサークルを始めた 
・知り合いの農家に誘われた 

・顔を覚えてくれて挨拶してく
れて，ありがたい 
・同僚との交流が多い 

住区 

自治会・ 
自治 
組織 

学校 ・年に数回，出身地の友人と
集まる 

・昔は商店街での付き合いも
あったが，今はほとんどない 
・婦人会は農家の嫁の集まり
で，話題が合わなくてやめた 

・住区会は土日にやってくれ
るので参加できる 
・なるべくゴミ拾いなどには参
加するようにしている 

・子供が小さかったころは親
睦活動にも積極的に参加した 
・若妻会に誘われないので参
加しない 

・子供の部活動の手伝い・応
援で仲良くなった親たちと今
でも集まっている 

・年に数回，出身地の友人と
集まる 

部活動の手伝いなどを通じて， 
農家・非農家を問わない交友関係が 

形成されている 

・知り合いの農家に誘われた 
・「いいな」と思っても．活動が
平日だったりして参加できな
いことが多い 

知り合いの農家に誘われるなどして， 
交友関係を形成している 

常連客との交友関
係を形成している 

・年に数回，出身地の友人と
会う 

4.2 非農家のＰＮの形成過程の実態(ヒアリング) 

交友関係の 

形成の場 

属性 
区分 

記
号 

職業 
年
齢 

ネットワーク 
指標 

交流相手の 
属性(人) 

交流相手との交友関係の場 

次数 密度 農家 非農家 
仕
事 

サー 
クル 

住区 
自治会 

自治 
組織 

子
供 

学
校 

非農家
男性 

Ⅰ 情報発信者 66 4 0.17 4 0 2 2 0 0 0 0 

Ⅱ 大学教員 47 5 0.10 4 1 4 2 0 1 0 1 

Ⅲ 学校職員 57 4 0.33 2 2 2 0 0 0 2 0 

Ⅳ 元農協職員 82 4 0.17 2 2 3 0 3 0 0 0 

非農家
女性 

Ⅴ 役場職員 39 5 0.60 4 1 3 4 0 0 1 0 

Ⅵ 学校教員 54 5 0.30 4 1 1 0 0 0 4 1 

Ⅶ 会社員 50 3 0.33 0 3 3 0 0 0 0 0 

商店街
の住民 

Ⅷ 商店街 70 4 0.33 4 0 0 4 0 0 0 0 

Ⅸ 商店街 72 4 1.00 3 1 0 0 0 4 0 0 

Ⅹ 商店街 61 3 0.33 0 3 0 0 0 0 0 3 

注）Ⅰ～Ⅲ・Ⅷ・Ⅹは男性，Ⅴ～Ⅶ・Ⅸは女性 

4.3 非農家のＰＮの構造実態(SNA) 
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単一の場のみでの 
交流が多い 

2つ以上のグループとの関係 

1つのグループが大き
な位置を占めている 
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4.4 非農家のＰＮのまとめ 
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・農家と交流が多い 

・一人の相手との単一の場のみでの交流が多い 
 
商店街の住民 
・「仕事」が交友関係形成のきっかけ 
・農家との「サークル」での交友関係 

非農家男性・女性（商店街の住民以外） 
・非農家との「仕事」での交友関係 

・農家との「サークル」，「子供」での交友関係 
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分析対象者 

男性 女性 

入植２世 7名 6名 

計 13名 

５. 農家のＰＮの形成過程と構造の解明 
（目的②） 

全体的傾向 
 ・ PNの形成過程の実態(ヒアリング) 

 ・ PNの構造の実態(SNA) 

個人の分析 
 ・ PNの形成過程の実態(ヒアリング) 

 ・ PNの構造の実態(SNA) 

ヒアリングの主な調査項目 

1 個人のライフヒストリー 

2 
所属している・していた組織 
(名前，意欲，きっかけなど) 

アンケートの主な調査項目 

1 
「日常的に行き来し，よく話している相手」 

５名以内(名前，属性，きっかけ) 

仕事 

サークル 

子供 

農家男性 農家女性 

・子供ができてからはPTA や子供会で
の集まりが多い 

・興味のあるサークルに参加 

・営農方針，２世，同郷などの括りでつ
くられた営農研究会 

・営農方針が合う農家らとの販売組織 

住区 

自治会・ 
自治組織 

学校 

・住区内活動にはなるべく参加する 
・青年会で役員を一緒にやって仲良く
なった 

・住区内活動にはなるべく参加する 
・住区内でよく顔を合わせる 
・買い物で会ったら立ち話する 
・若妻会，婦人会でともに活動した 

・子供の部活動の手伝い・応援で仲良
くなった母親同士で集まる 

・同年代の子供を持つ母親同士でお
茶飲み 

・子供ができるまでは同級生や世代が
近い人とつきあった 

・昔から一緒にやってきた 

・同級生の声かけでサークルを作った 
・父親からの同郷会に参加 
・野球で知り合ったのが最初だった 

・子供ができるまでは同級生や世代が
近い人とつきあった 村内の交友関係のベースとなっている 

部活動の手伝いなど通じて，交友関係が形成されてい
る 

各組織での活動や役員を共に行うことを通じて 
交友関係が形成される 

出会いの場であり，集まる場でもあり 
交友関係が形成されている 

農業をしていく上で 
重要な交友関係 

5.1 農家のＰＮの形成過程の実態(ヒアリング) 

交友関係の 
形成の場 
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属性
区分 

記
号 

年
齢 

ネットワーク指標 交流相手の属性(人) 交流相手との交友関係の場 

次数 密度 農家 非農家 仕事 子供 
サー 
クル 

自治 
組織 

住区 
自治会 

学校 

農家
男性 

A 57 2 1.00 2 0 2 0 2 0 0 0 

B 51 5 0.50 4 1 0 3 5 2 4 0 

C 53 4 0.50 4 0 4 2 0 1 1 1 

D 49 1 0.00 1 0 1 0 0 0 0 0 

E 38 4 0.17 3 1 0 0 2 3 1 1 

F 51 2 1.00 2 0 2 0 0 0 0 0 

農家
女性 

G 51 5 0.20 5 0 0 2 0 0 1 2 

H 54 5 0.30 4 0 0 2 3 1 0 1 

I 41 4 0.17 2 2 0 2 1 2 1 3 

J 34 5 1.00 5 0 0 5 3 3 1 0 

K 51 5 0.40 4 1 0 4 0 4 0 1 

L 51 5 0.30 5 0 0 4 2 4 1 0 

同じ相手といくつかの場を 

通じた交流 

5.2 農家のＰＮの構造実態(SNA) 
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5.3 農家のＰＮのまとめ 

21 

・農家同士での交流が多い 

・非農家との交流は少ない 

・同じ相手といくつかの場で交流を行う 

・農家との全ての場（女性は「仕事」を除く）での 

交友関係 
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ステップ③ 

６. 農家・非農家間の交友関係の特性 
と今後への課題の解明 

6.1 農家・非農家間の交友関係の特性 
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特に「子供」は，子供が卒業し， 
関係の必要性が失われた後も維持 

○農家・非農家のＰＮの構造は異なる 
・非農家は「子供」，「サークル」での農家との交友関係 

一人の相手との単一の場での交流 
 非農家は交友関係形成の場が 

限られている 

農家・非農家間の交友関係の主な形成の場である 
「子供」，「サークル」の維持・向上が必要不可欠 

6.2 混住化社会の成熟への課題 
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「住区自治会」を通じた交流を増やしていく必要 
・住民の住区自治会活動参加に対する価値の認識 
・非農家が参加しやすくする取り組み 

農家・非農家混住区での交友関係の形成が重要 

農家・非農家間の交友関係形成の障害 

・意識面の“壁”（差別的な意識と反発意識） 
・空間面の“壁” （農家住区と非農家住区に分離） 
・時間面の“壁” （農家・非農家のライフサイクルの違い） 

・意識面の“壁”（差別的な意識と反発意識） 

美化活動などと共に親睦活動をセット 
美化活動には比較的積極的に参加しようという声 
「やらないと，他の人に迷惑がかかるから，なるべく出るようにしている」 
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７. まとめ 

研究成果と課題 

本研究では八郎潟干拓地においてSNAとヒアリン

グ調査を併用し，農家非農家間の交友関係の形
成過程と構造を明らかにし，混住化社会にむけた
課題を明らかにした 
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研究成果 

○調査対象者を増やすことにより，より精緻な検
証を行うこと 

○フォーマルな関係をも含めた分析を行うこと 

課題 

ご清聴ありがとうございました 
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